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論文審査の要旨

消化管ホノレモンのグレリンは、脳腸相関を通じ中枢神経系に抗炎症作用等の作用を持

つ。脳腸相関異常は免疫異常につながり自閉スペクトラム症 (ASD) の病態に関連する。

また、 ASD 患者血中や脳組織で、炎症マーカ一発現上昇の報告があり、グレリンが有効で

はなし1かと仮説を立てた。方法として、 ASD 児 (ASD-C) および、対照群として定型発

達児 (TD-C) 各20名由来のリンパ芽球様細胞株 (LCL )を用い、培養系でPBS または

ヒトグレリン(0.01μ .M)を24時間作用させ、 IL-1 sとIL-6 、TNF-α 、 NF- kBの m悶 A発

現レベルを比較した。結果として、 TNF-a とNF-l 占のmRNA 発現レベノレは、 PBS 添加

時には TD-C 群よりも ASD-C 群が有意に高かった。グレリンは、 TNF-α とNF-KB の発

現を低下させる傾向を認めたが有意差は認めなかった。次に百-w -α とNF・KB1 /2の発現

上位/下位の各 5サンプルで、同様に比較したところ、 ASD-C 群の発現上位 5サンフ。ルで、

のみ、グレリン添加時に TNF-α とNF-KB の有意な発現低下を認めた。これらの結果よ

り、グレリンは炎症を伴う ASD の新規治療薬となる可能性が示唆された。

本研究は ASD の新たな発症機序や治療標的としての可能性を示唆しており、有意義

な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。

令和元年9月 10 日

学位審査委員長

分子生体構造科学

教授 西真弓

学位審査委員

分子機能形態学

教授 和中明生

学位審査委員(指導教員)

精神医学行動神経科学

教授 岸本年史


